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 第 4 章で明らかになったように，アモルファス合金の結晶化においては核形成の促進効果と粒成長の抑制効果の両者
が共存していることが明らかとなった．しかしながら，第 3 章では初晶 bcc-Fe(Si)の結晶化における核形成の促進効果
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を見出すに至らなかった．これは組成中の高 Si 濃度のために，初晶 bcc-Fe(Si)の磁気モーメントおよびキュリー温度が
低下してしまい，核形成性を促進する十分なゼーマンエネルギーの利得が得られなかったためであると考えられる．そ











	 ナノ結晶合金 Fe83.3Si4B8P4Cu0.7 のナノ結晶化組織形成における強磁場効果を議論した．実際に強磁場中で作製したナ
ノ結晶合金は無磁場下で作製したものに比べて優れた低保磁力を示し，強磁場中で作製すると軟磁気特性が向上するこ
とを明らかにした．また組織観察の結果，組織形成過程において強磁場印加により結晶核密度が上昇し，bcc-Fe 結晶粒
の粗大化の抑制，および粒径の均一化が生じていると考えられる．組織中の粒径が均一化することで，保磁力が低下し
たと考えられる．この結果により，強磁場はナノ結晶合金における結晶粒の高均一化に有効であり，強磁場中プロセス
は軟磁性ナノ結晶合金の磁気特性を向上させることを示した． 
 
第7章	 総括 
	 本研究により，アモルファス合金の結晶化における強磁場効果は，結晶核の形成および粒成長の過程でそれぞれ異な
ることを見出した．核形成促進の起源は，結晶相が得るゼーマンエネルギー利得であり，粒成長抑制の起源は，成長を
支配する原子拡散の交換相互作用による抑制である．さらに，この強磁場効果が同じ結晶化過程において共存し得るこ
とを明らかにした． 
	 また，強磁場中で作製することでナノ結晶合金の保磁力が低下することを明らかにした．この保磁力低下は，組織中
の結晶粒径の均一化を反映していると考えられる．粒径均一化の起源として組織形成過程における核密度の上昇が考え
られるが，これは強磁場印加による結晶相のゼーマンエネルギー利得によってなされる． 
	 これらの強磁場効果はアモルファス構造に依存した効果ではないため，磁性アモルファス合金に限らず結晶質の磁性
材料においても発現し得る普遍性の高い効果である．特に強磁場印加による原子拡散の抑制効果は材料組織を制御する
上で非常に有用な効果であり，強磁場を利用した材料の組織制御プロセス研究のさらなる発展に貢献できる． 
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